
 

 

   

4月 29日–5月 5日 

詩編 34-35編  

10番の歌と祈り | 開会の言葉（1分）有田 悟｜田中 克彦 

神の言葉の宝 

1.「いつもエホバを賛美する」（10分） ⾧谷川 瑛一 

ダビデは難しい状況の中でもエホバを賛美した。（詩 34:1。塔 07 3/1 22ページ 11節） 

ダビデは自分ではなくエホバを誇りとした。（詩 34:2-4。塔 07 3/1 22ページ 13節） 

ダビデがエホバを賛美するのを聞いて，友たちは力づけられた。（詩 34:5。塔 07 3/1 23ページ 15

節） 

  

ダビデがアビメレクから逃げた後，サウルに不満を持つ 400人が荒野にいるダビデの所に来て，

共に行動するようになった。（サム一 22:1，2）ダビデは 34編を作った時，この 400人のことを

考えていたのかもしれない。（詩 34編，表題） 

考えてみよう 「次の集会で誰かと話をする時，どのようにエホバを賛美できるだろうか」。 

2. 宝石を探し出す（10分） 吉田 忍 

詩 35:11 悪意を持つ証人たちが進み出て， 私が知らない事柄を問いただす。 

ここで予告されていたことは，イエスの時代にどのように実現したか。（塔 11 8/15 14 ページ 9

節）メシアに不利な偽証がなされる。詩編作者ダビデは，「暴虐な証人たちが立ち上がり，わた

しの知らなかったことを問い立てます」と述べていました。（詩 35:11）この預言にたがわず，「

祭司長たちおよびサンヘドリン全体は，イエスを死に処するため，彼に対する偽証を探し求めて

」いました。（マタ 26:59）実際，「大勢の者が彼に不利な偽証をしていたのであるが，その証言



 

 

は一致していなかったのである」と述べられています。（マル 14:56）イエスを亡き者にしようと

していた冷酷な敵たちにとって，証言は嘘でも構わなかったのです。 

今週の範囲からどんな宝石を見つけたか。 

（34:19）大会のものみの塔研究で学んだ古代のナジルのように、エホバに仕えるために犠牲を払

うクリスチャン全ては、サタンが支配する世の中で多くの苦難に遭うが、エホバはその全てから

私たちを助け出してくださる。これからもベストを尽くしてエホバに仕えていきたい。 

3. 聖書朗読 金目 一郎 

（4分） 詩 34:1-22（教励 第 5課） 

野外奉仕に励む 

4. 会話を始める 枝並 あや子 愛込 1-4 小島 千晴 

（2分） 日常生活で。聖書の話をする前に会話が終わる。（愛込 レッスン 1 ポイント 4） 

5. 再び話し合う 柴田 まり子 愛込 2-4 荻原 幸子 

（4分） 日常生活で。（愛込 レッスン 2 ポイント 4） 

6. 信じていることを説明する 吉田 明美 教 17 福永 悦子 

（5分） 実演。イ質 59 話題: エホバの証人は特定の祝日を祝うかどうか，どのように決めていま

すか。（教励 第 17課） 

クリスチャンとして生活する 

59番の歌 

7. 集会でエホバを賛美する 3つの方法 （15分）討議。 伊藤 勇一 

  

集会はエホバを賛美する素晴らしい機会です。どんな方法で賛美できるでしょうか。 

会話: エホバがどれほど善い方かを話題にしましょう。（詩 145:1 王である神，あなたをたたえます。 

あなたの名をいつまでも永遠に賛美します，7 人々はあなたがいかに善い方かを思い起こし，生き生きと語る。 あな

たが正しい方なので歓声を上げる）最近，自分のためになった動画や出版物がありますか。野外奉仕で



 

 

良い経験をしましたか。誰かから励ましてもらったり，親切にしてもらったりしたでしょうか。

創造物を見て感動しましたか。こうしたことは全てエホバからの贈り物です。（ヤコ 1:17 良い贈り

物，完全な贈り物は全て，天から，光(*天体の光)の父から来ます。父は移り変わる影のように変化したりはしません

(*父には影の移動による変化もありません)）集会に少し早めに行くなら，みんなと会話を楽しめます。 

コメント: 少なくとも 1 回はコメントするようにしましょう。（詩 26:12 私は平らな場所に立ち， 大き

な会衆の中で(d*集会で)エホバを賛美します）質問に対する直接的な答えや付加的な点，聖句，画像，当

てはめたい点についてコメントできます。ほかの人たちも手を挙げることを考えて，コメントは

幾つか準備しておきましょう。30秒以内の短いコメントにするなら，より多くの人が「神に賛美

の犠牲を捧げ」ることができます。（ヘブ 13:15 イエスを通して，絶えず神に賛美の犠牲を捧げましょう。

神の名を人々に伝えて，言葉(d*唇の実)で神を賛美するのです） 

歌: 賛美の歌を気持ちを込めて歌いましょう。（詩 147:1 ヤハを賛美せよ(*ハレルヤ)！ 私たちの神を賛美

して歌う(*のために音楽を奏でる)のは良いことだ。 神を賛美するのは何と快く，素晴らしいことだろう）大きな

会衆では特にそうですが，集会で毎回コメントできるとは限りません。でも賛美の歌には毎回加

われます。歌は苦手だと感じるとしても，心を込めて歌うならエホバは喜んでくださいます。（

コリ二 8:12 進んで与える気持ちがあるなら，受け入れられます。持っている物を与えればよいのです。持っていな

い物までは期待されていません）家で歌の練習をしておくこともできます。 

「JW ヒストリー 歌という贈り物 パート 1」の動画を再生する。次の質問をする。 

エホバの証人は，初期の頃から歌でエホバを賛美することを大切にしてきました。どんなことか

ら分かりますか。シベリアの兄弟姉妹が歌った王国の歌の録音テープがひそかに運ばれ、1958年

にユーヨークで開かれた国際大会で流された。25万人以上の聴衆がそれを聞いた。モーセやダビ

デやパウロなどエホバを崇拝する人たちは何千年もの間、歌でエホバを賛美してきた。 

8. 会衆の聖書研究 田中 慶一 朗読: 有川 聖七 

（30分） 徹 9章 1-7節，セクション 3の紹介，70ページ囲み 

閉会の言葉（3分） | 2024 地区大会の新しい歌と祈り 大谷 正 

 

^ （詩 34:0-35:28） ダビデによる。アビメレクの前で気が狂ったふりをし，追い出されて去った時

。 34 私はいつもエホバを賛美する。 賛美の言葉は絶えず私の口にある。 2 私はエホバを誇りと

する。 温厚な人は聞いて，喜ぶ。 3 私と共にエホバをあがめよ。 共に神の名をたたえよう。 4 私

が尋ねると，エホバは答えてくださった。 全ての恐れから助け出してくださった。 5 神に目を向

ける人の顔は喜びに輝いた。 彼らが恥をかくことはない。 6 立場が低いこの私が呼ぶと，エホバ

は聞いてくださった。 全ての苦難から救ってくださった。 7 エホバの天使は神を畏れる人たちの

周りにとどまり*， 彼らを助け出す。 8 エホバが善い神であることを味わい知れ。 神のもとに避

難する人は幸せだ。 9 エホバを畏れよ，神の聖なる人たち。 神を畏れる人は何も不足しない。 10 
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